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Ec(k)- 聖 刷 +B,Wc/Wv-2,の1次元モデルに適用した結果を以下に示そうO三体7r
束縛状態 (trion)の存在する領域を図6にtrionの波動関数を表2に示した｡Uvcが変化しても,
UvC/(WvJ2)
5 IO
UyvJ(Wv/2)
図6. 3体束縛状態の存在する領域｡
(文字Tをもつ領域｡)
表2･三体束縛状態の波動関数 や(xl,x2,X3)粒子3
- の位置 ∬3を原点に,そして原点の振幅を1となる
ようにした｡エネルギー単位はWv/2である｡
Uvv-8
Uvc-0.5
0 1
1.0 -0.08 0
0.59-0.08 1
Uvv-8
Uvc-2
0 1
1 -0.08 0
0.19-0.08 1
Uvv-8
Uvc-6･5
0 1
1.0 0.008
0.06∫0.008
粒子2の粒子 3に対する振幅の空間分布はほとんど
変化しないことに注意しよう｡図7で,中間状態で
の内殻空孔と伝導電子との相互作用-Ucore/(Wv/2)
ニー1.5とした場合のスペクトルを示した｡相関の強い場合は,サテライトピークはtrionから
成 り,入射光のエネルギーがしきい値をこえても消えずに残る｡このスペク トルは,CuI,
Cu20等の実験に対応していると思われる｡相関の弱い場合,幅の広いサテライ トがあらわれ
るが,入射光のエネルギーを増大させると,オージェスペクトルにとけこんでしまう｡
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図7.共鳴光電子スペクトル.EBは,入射光のエネルギーと光電
子のエネ′レギーとの差｡､ェネルギー単位はすべてⅣⅤ/20
点線,実線,破線,一点破線はAV≡y-〃0--1･0,0,
1.0,2.0に対応する｡ ここで 少は入射光のエネルギー,
L/.はしきい値.
5.結 語
銅,ニッケルでの共鳴光電子分光は,終状態で2つの3d空孔は同じ原子位置に強く束縛さ
れており止まっているとの仮定のもとで3d,4S電子の遮蔽効果を考慮して,解析されている｡
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一方,ハバー ドモデルを用いた理論によれば,束縛状態は非常にゆっくりとしか並進運動しな
いが,2つの空孔の相対的振幅は空間的にかなりひろがっている三)ここで,前章のtri｡nの波
動関数において,2つの空孔の相対振幅は,Uvcを大きくしてもほとんど変化しないという事
を思い出そう｡4S電子の遮蔽効果においても同様の事が起こっていると考えれば,2つの3d
空孔の束縛状態は,ハバー ドモデルで用いるクーロン相互作用定数で決まっているのではなく,
裸の大きなクーロン相互作用定数で決まっていると考える方がよいのかもしれない｡このこと
をはっきりさせるため,3d空孔2個とそれを遮蔽する4S電子とが存在する模型で,有限系の
数値計算を進めている｡
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